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別冊グラビア　無線の技術史

無線歴史展示室の入る YRP センター 1番館

首都圏に隣接しながら都市型ノイズの影響を
受けにくい丘陵や山々に囲まれた地形が特徴

NTT 横須賀通信研究所の研究成果である
進行波管などが展示されている

NTT 横須賀通信研究所

無線展示室の入り口と展示風景

横須賀と無線通信の歴史　明治から大正

無線機実物による歴史散歩　昭和から令和電気通信の誕生

横須賀テレコムリサーチパーク 無線歴史展示室
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定価 1650 円（税込　予定）

無線の技術史
横須賀テレコムリサーチパーク 
　　　　　　　　　　　無線歴史展示室
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航空無線通信士
　令和 5年 2月期 解答解説 吉村和昭
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横須賀テレコムリサーチパーク無線歴史展示室の見学についての注意

　　10 名様以上の団体で、ご希望日の 2週間前までに申込み（説明ガイド付き）。
入 館 料：無料
見学時間：平日　午前 10 時～午後 5時
　　　　　（お受けできない日時があります。あらかじめご了承ください。）
※　ご入館頂ける人数に限りがあるため、お申込みに際しご希望に添えない場合があります。
※　YRPでイベント等が行われる際には、個人の方でもご覧いただける場合があります。
　　日程等については、無線歴史展示室webサイト（https://yrp.co.jp/exhibitionhall/）からお問い合わせください。

無線歴史展示室へのアクセス

無線歴史展示室所在地：神奈川県横須賀市光の丘３－４ 　YRPセンター 1番館

YRP センター 1番館 所在地

〒239－0847　神奈川県横須賀市光の丘３番４号
（京急線YRP野比駅より京浜急行バス利用 約 7 分　※平日の日中は約 10 分間隔で運行）

“アクセス・マップ”．横須賀リサーチパークの概要https://yrp.co.jp/yrp-outline/direction/，（参照2023_3_30）．
YRP へのアクセス

グラビアの解説
横須賀リサーチパーク
　　　横須賀テレコムリサーチパーク無線歴史展示室の詳細 
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法規　令和５年 2月期　A問題 

［１］　次の記述は、無線局に関する情報の提供について述べたものである。電波法（第２５条）の
規定に照らし、＊＊＊ 内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の１から４までのうちから一
つ選べ。

① 　総務大臣は、＊Ａ＊ 場合その他総務省令で定める場合に必要とされる ＊Ｂ＊ に関する調査を
行おうとする者の求めに応じ、当該調査を行うために必要な限度において、当該者に対し、無線
局の無線設備の工事設計その他の無線局に関する事項に係る情報であって総務省令で定めるもの
を提供することができる。

②　①に基づき情報の提供を受けた者は、当該情報を ＊Ｃ＊ してはならない。

電波法

第二十五条　総務大臣は、無線局の免許又は第二十七条の二十一第一項の登録（以下「免許等」と
いう。）をしたときは、総務省令で定める無線局を除き、その無線局の免許状に記載された事項若
しくは第二十七条の六第三項の規定により届け出られた事項（第十四条第二項各号に掲げる事項
に相当する事項に限る。）又は第二十七条の二十五第一項の登録状に記載された事項若しくは第二
十七条の三十四の規定により届け出られた事項（第二十七条の二十五第二項に規定する事項に相
当する事項に限る。）のうち総務省令で定めるものをインターネットの利用その他の方法により公
表する。
２　前項の規定により公表する事項のほか、総務大臣は、自己の無線局の開設又は周波数の変更を
する場合その他総務省令で定める場合に必要とされる混信若しくはふくそうに関する調査又は第
二十七条の十二第三項第七号に規定する終了促進措置を行おうとする者の求めに応じ、当該調査
又は当該終了促進措置を行うために必要な限度において、当該者に対し、無線局の無線設備の工
事設計その他の無線局に関する事項に係る情報であつて総務省令で定めるものを提供することが
できる。
３　前項の規定に基づき情報の提供を受けた者は、当該情報を同項の調査又は終了促進措置の用に
供する目的以外の目的のために利用し、又は提供してはならない。

解答・解説

　正答は４である。参照条文は以下のとおり。

Ａ ＣＢ

３ 他人に利益を与え、又は他人に
損害を加える目的に使用

電波の利用状況

１ ①の調査の用に供する目的以外の
目的のために利用し、又は提供

電波の利用状況電波の能率的な利用に
関する調査を行う

電波の能率的な利用に
関する調査を行う

４ ①の調査の用に供する目的以外の
目的のために利用し、又は提供

混信又はふくそう自己の無線局の開設又は
周波数の変更をする

自己の無線局の開設又は
周波数の変更をする

他人に利益を与え、又は他人に
損害を加える目的に使用

混信又はふくそう２

A B

C
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無線工学　令和５年 2月期　A問題

〔１〕　次の記述は、対地静止衛星による通信について述べたものである。 　　　内に入れるべき字
句の正しい組合せを下の番号から選べ。

（1）　衛星に搭載する中継装置の回線を分割し、
多数の地球局が共用するため、FDMA、
TDMA などの 　A 　方式が用いられる。

（2）　TDMA 方式は、 　B 　を分割して各地球
局に回線を割り当てる。

（3）　10〔GHz〕以上の電波を使用する衛星通信
は、 　C 　による信号の減衰を受けやすい。

〔２〕　次の記述は、直交周波数分割多重（OFDM）伝送方式について述べたものである。 　　　内
に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。なお、同じ記号の　　　 内には、同じ字
句が入るものとする。

（1）　OFDM 伝送方式では、高速の伝送データを複数の 　A　 なデータ列に分割し、複数のサブキャ
リアを用いて並列伝送を行う。

（2）　また、 　B　 を挿入することにより、マルチ
パスの遅延時間が　 B 　長の範囲内であれば、
遅延波の干渉を効率よく回避できる。

（3）　OFDM は、一般的に 3.9 世代移動通信システ
ムと呼ばれる携帯電話の通信規格である　 C　 
の下り回線などで利用されている。

　　Ａ　　　　Ｂ　　　Ｃ
１　多元接続　時間　　降雨
２　多元接続　時間　　電離層シンチレーション
３　再生中継　時間　　降雨
４　再生中継　周波数　電離層シンチレーション
５　再生中継　周波数　降雨

　　Ａ　　　　Ｂ　　　Ｃ
１　より高速　ガードインターバル　CDMA
２　より高速　ガードバンド　　　　LTE
３　低速　　　ガードバンド　　　　CDMA
４　低速　　　ガードインターバル　LTE

解答・解説

　正答は１である。空欄には A：多元接続、B：時間、C：降雨、が入る。設問の空欄の埋めた記述
は以下のとおり。
（1）　衛星に搭載する中継装置の回線を分割し、多数の地球局が共用するため、FDMA、TDMA 
などの多元接続方式が用いられる。

（2）　TDMA 方式は、時間を分割して各地球局に回線を割り当てる。
（3）　10〔GHz〕以上の電波を使用する衛星通信は、降雨による信号の減衰を受けやすい。

解答・解説

　正答は４である。空欄には A：低速、B：ガードインターバル、C：LTE、が入る。設問の空欄の
埋めた記述は以下のとおり。
（1）　OFDM 伝送方式では、高速の伝送データを複数の低速なデータ列に分割し、複数のサブキャ
リアを用いて並列伝送を行う。

（2）　また、ガードインターバルを挿入することにより、マルチパスの遅延時間がガードインター
バル長の範囲内であれば、遅延波の干渉を効率よく回避できる。

（3）　OFDM は、一般的に 3.9 世代移動通信システムと呼ばれる携帯電話の通信規格である LTE
の下り回線などで利用されている。

A
B

C

A

B
B

C
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解答・解説

〔正答〕２
　点 b における電界強度を求めるには、点 b に＋1〔C〕（単位正電荷という）を置いたときのクー
ロン力を求めればよいので次式が成立する。

点 cにおける電界強度をとすると、

　　
式①より、

式③を式②に代入しEc を求める。

※　2つの点電荷Q1〔C〕、Q2〔C〕が距離 r〔m〕離れている場所にあるとき、
　　　｢電荷に働く力 F〔N〕は、Q1、Q2 の積に比例し、r

2 に反比例する。」
これをクーロンの法則という。クーロンの法則を式で表わすと次のようになる。
　　　　　　　　　　　　

ただし、F〔N〕は電荷に働く力、kは比例定数で 9×109〔Nm2/C2〕である。

航空無線通信士 無線工学　令和４年 8月期

〔Ａ－１〕　図に示すように、真空中の点ａに置かれた ＋Q 〔C〕の点電荷から 1〔m〕離れた点 b に
おける電界の強さの値が 8〔mV/m〕であるとき、点ａから 2〔m〕離れた点 c における電界の強
さの値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、電界は、＋Q 〔C〕の点電荷によっての
み生ずるものとする。

１　1 〔mV/m〕２　2 〔mV/m〕
３　3 〔mV/m〕４　4 〔mV/m〕
５　5 〔mV/m〕

航空無線通信士 無線工学 試験解説 
令和 5年 2月期

法規・英語についても試験問題と解答を掲載します

＋Q〔C〕
a b c

1〔m〕
2〔m〕
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図 1　製作するラジオ

図 2　ラジオ受信用の空中線

（1）マストとの関係 （2）空中線の拡大図

三笠こどもラジオ教室とは

　三笠こどもラジオ教室は、公益財団法人三笠保存会主催、㈱横須賀テレコムリサーチパー
クと YRP 研究開発推進協会との共催で、三六式無線機と同じ原理のゲルマニウムラジオ
を作成し、実際の放送局のラジオ放送を受信するイベントです。

当日の様子

　電波教育協会 編集部では三笠こどもラジオ教室の様子を取材しました。写真とともに
教室の様子をご紹介します。

①：製作するラジオ

　教室で製作するラジオを図 1 の写真に示し
ます。こちらは参加者の方が実際に製作した
もので、はんだ付けやネジ止めなどの作業を
行います。

②：ラジオ受信用の空中線

　製作したラジオがしっかり受信できるかを
確認するための空中線は図 2 のように三笠の
後部マストに張られています。
　図 2（1）写真の矢印が差す場所が空中線に
なります。図 2（2）にはマストとの接続部を
拡大しています。空中線の碍子を確認できま
す。
　

　三笠こどもラジオ教室レポート
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第１級アマチュア無線技士　無線工学　令和４年 12月期〔30問 2時間 30 分〕

解答・解説

〔正答〕２
　平行板の面積を S〔m2〕、電極間の距離を d〔m〕、真空中の誘電率をε0 〔F/m〕、誘電体の比誘電
率εr をとする。
　誘電体を挿入する前の静電容量をC0〔F〕すると、

　電極間隔の 1/2 の厚さの誘電体を入れたときの静電容量 CT〔F〕は、電極間隔の 1/2 の厚さの
d/2〔m〕の誘電体を入れていない部分の静電容量 C1〔F〕と、電極間隔の 1/2 の厚さの d/2〔m〕
の比誘電率εr =5 の誘電体を入れている部分の静電容量C2〔F〕の直列合成静電容量を求めればよい。

　式②と式③より、

よって、

　式⑤にε0 = 8.855×10－12〔F/m〕、S = 20×10－4〔m2〕、d = 4×10－3〔m〕を代入すると、

A - 1　図に示す、真空中に置かれた二つの平行板電極間に、電極間隔の 1/2 の厚さの誘電体を入れたと
きの静電容量の値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、電極の面積 S = 20〔cm2〕、
電極間の距離 d = 4〔mm〕、誘電体の比誘電率 εr = 5 及び真空の誘電率 ε0 = 8.855×10－12〔F/m〕
とする。
１　3.7〔pF〕
２　7.4〔pF〕
３　11.1〔pF〕
４　14.8〔pF〕

…①

…②

…③

…④

…⑤

〔F〕
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1 0 0 02 2
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図 1　(a)⊿接続　　(b)Y 接続

一アマ無線工学の勘どころ 第３回

吉村和昭

　無線工学問題解答の勘どころ第３回

　最近の第一級アマチュア無線技士の無線工学の試験において次に示すΔ⇒Y 変換を使用
する問題が出題されています。

　上の変換式を覚えていないと問題が解けないわけですが、抵抗の直並列計算さえできれ
ば式を誘導することができます。
　図 1(a) の端子 1－2間の抵抗は、R12 と R23＋R31 との並列合成抵抗なので、

となり、図 1(b) の端子 1－2間の抵抗は、R1＋R2 となるので、
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　皆様、こんにちは。
　「一年の計は元旦にあり」とよく申しますが、私は元旦にやり損ねた組ですので、「一年
の計」をこの新年度のはじめに立て、心機一転頑張りたいと考えています。
　何かを始めるのに遅すぎることはなく、また、始めるならタイミングの良いときに思い
切って始めた方が良い。　と、物の本に書いてありました。
　新年度からも学びに対する志を磨きながら英語の学習に共に励んでいきましょう！

今回の問題解説は、令和２年度 ９月試験の大問１ の問題を解説します。 

やさしく読み解く英語解説

第5回

新田 智浩

～海上無線通信士　試験問題解説～

　やさしく読み解く英語解説 ～海上無線通信士 試験問題解説～、という事で新田先生の解説で
贈る英語試験問題の解説記事ですが、実は様々な試験の勉強に役立ちます。
　まず、海上無線通信士試験では第一級海上無線通信士から第三級海上無線通信士まで筆記、
会話とも共通の問題です。ですので三級以上の試験であればどの資格にも対応していることは
言うまでもありません。
　しかし、注目すべきは第一級総合無線通信士国家試験とも共通する問題が存在する事です。
今回扱われた令和２年度 ９月試験の大問１は、同じ時期の第一級総合無線通信士 英語筆記問題
大問 1と同じ問題です。
　海上無線通信士と総合無線通信士では、英語においても海上の無線通信に関わる問題か、様々
な無線通信に関わる問題かという点で違いが生まれますが、問題によっては同じ問題が出題さ
れます。
　なかなか接することのない英文でもあるので、海上無線通信士のみならず、総合無線通信士
を受験する皆様も新田先生の「やさしく読み解く英語解説」で勉強してみていただければと思
います。

コラム　海上無線通信士と総合無線通信士の英語試験問題について
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